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米軍ファーストの有刺鉄線フェンスに憤りの学生達 

させ 沖
縄
の
未
来
は
私
達
の
手
で
！ 

毎
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
「
県
民
大
行

動
」
（
オ
ー
ル
沖
縄
主
催
）
が
三
月
一
日
、
名
護
市
辺

野
古
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
開
か
れ
約
五

六
〇
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。 

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
の
稲
嶺
進
共
同
代
表
は
挨
拶

で
、
「
若
者
た
ち
が
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
力
を
合
わ
せ
よ
う
。
沖
縄
の

未
来
は
私
た
ち
の
手
で
つ
く
り
あ
げ
る
」
と
力
強
く

訴
え
ま
し
た
。 

赤
嶺
政
賢
衆
議
院
議
員
ら
「
う
り
ず
ん
の
会
」
の

国
会
議
員
や
県
内
地
方
議
員
が
参
加
し
、
玉
城
デ
ニ

ー
知
事
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。 

こ
の
日
、
新
潟
県
立
大
学
の
福
本
教
授
は
学
生
三

人
と
参
加
。
「
辺
野
古
埋
め
立
て
の
賛
否
を
問
う
県

民
投
票
か
ら
六
年
を
迎
え
た
二
月
二
十
四
日
、
新

潟
で
街
頭
調
査
し
た
結
果
を
報
告
。
「
回
答
し
た
六

〇
人
中
五
三
人
が
、
基
地
が
沖
縄
に
集
中
し
て
い
る

現
状
を
沖
縄
へ
の
差
別
と
捉
え
て
い
る
…
。
本
土
の

人
は
黙
っ
て
い
る
が
心
の
奥
底
で
は
お
か
し
い
と
い
う

気
持
ち
が
少
し
あ
る
。
小
さ
い
が
希
望
だ
」と
嬉
し
い

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

新
潟
か
ら
初
参
加
の
学
生
は
、
「
参
加
者
の
熱

「南城市島ぐるみの会」、雨の中３００回目のスタンディングに３９人 

３月１５日に南城市の大里イオン前で、南

城市島ぐるみの会のスタンディングが行わ

れました。南城市長のセクハラ問題もあって

か近隣から応援が、南城市 24人、糸満市７

人、八重瀬町 8人計３９人の参加でした。 

「スタンディング 300 回（2016 年 10

月～辺野古新基地 NO）」「辺野古新基

地建設を断念せよ」「ムリ・ムダ・むぼ

う辺野古埋立て」等の横断幕やのぼり、

「辺野古新基地 NO」のボードを掲げな

がら、中村康範南城市島ぐるみ会議共

同代表の挨拶に始まり、島ぐるみ八重

瀬の会事務局次長の神谷信夫氏の挨

拶、糸満市島ぐるみの会事務局長の大

城規子氏の挨拶、南城市人権ファース

トの会共同代表の挨拶が行われまし

た。続いて参加した方達からは反戦の思

いを込めた短歌や三線の伴奏での歌声

も披露されました。時おり通り過ぎる車か

らは手をふったり、クラクションを鳴らし

たりなどの応援がありました。最後は「諦

めないで辺野古新基地建設断念までが

んばろう！」と誓い合いました。 

 

 あ
な
た
は 

“重
慶
”を
知
っ
て
い
ま
す
か
？  

 

ピ
カ
ソ
の
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
で
、
一
九
三
七
年
の
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
地
方
に
対
す
る
無
差
別

空
爆
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は
多
い
か
も
知
れ
な
い
。
同

じ
時
期
、
大
日
本
帝
国
は
中
国
に
対
す
る
無
差
別
爆
撃

を
繰
り
広
げ
て
い
た
。 

一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
の
の
ち
日
中
戦
争
が
全

面
化
し
、
日
本
軍
は
、
中
華
民
国
の
首
都
・南
京
に
対
す

る
無
差
別
空
爆
を
始
め
た
。
南
京
が
陥
落
し
、
中
国
が

首
都
を
内
陸
部
の
重
慶
に
移
し
た
一
九
三
八
～
一
九

四
四
年
に
か
け
て
、
重
慶
に
対
す
る
無
差
別
爆
撃
を
く

り
返
し
た
。 

 

そ
の
後
、
米
軍
に
よ
り
、
那
覇
十
・
十
空
襲
、
東
京
大

空
襲
は
じ
め
都
市
爆
撃
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
が

行
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
民
間
人
の
殺
傷
、
住
宅
地
・
病

院
・
学
校
の
破
壊
を
目
的
と
し
た
無
差
別
爆
撃
は
明
白

な
戦
争
犯
罪
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
戦
争
の
激
化
の
中

で
軍
事
施
設
と
非
軍
事
施
設
の
境
界
は
い
つ
し
か
区
別

が
な
く
な
り
、
た
だ
“
敵
の
殲
滅
を
”
目
的
と
し
た
軍
の

暴
力
が
猛
威
を
ふ
る
う
。
戦
争
そ
の
も
の
が
犯
罪
で
あ

る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

 

重
慶
大
爆
撃
の
被
害
者
・家
族
の
方
々
十
四
名
が
、
来

る
三
月
三
十
一
日
か
ら
十
日
間
の
日
程
で
沖
縄
を
訪

問
し
各
地
を
め
ぐ
り
交
流
す
る
。
四
月
六
日
（
日
）
に
は

沖
縄
交
流
集
会
（
共
催
＝
ノ
ー
モ
ア
沖
縄
戦
命
ど
ぅ
宝

の
会
、
南
京
・
沖
縄
を
む
す
ぶ
会
）
が
開
催
さ
れ
る
。
重

慶
爆
撃
の
映
像
や
被
害
者
・
家
族
の
証
言
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
日
本
に
よ
る
中
国
侵
略
、
残
虐
を
極
め
た
天

皇
の
軍
隊
の
暴
力
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
、
日
中
友
好
・

恒
久
不
戦
、
歴
史
に
学
び
友
好
の
未
来
に
向
け
て
、
交

流
集
会
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。 

（沖
本
裕
司
） 

 

講 演 会 のお知らせ        「沖縄の基地と行政を考える大学人の会」 主催  

テーマ「日米地位協定の改定と日中関係のあり方」  講師： 孫崎 亨(まごさき うける) 東アジア共同体研究所理事  

日時：４月５日（土）14：00 開場 14：30 開演 16：30 終演   入場料：1500円（資料代）学生 500円 

場所：名護市民会館中ホール    ※島ぐるみ会議でチケットを預かっています  連絡先：大城松健（０９０－３７９０－７６０３） 

中
国
「
重
慶
大
爆
撃
」  

被
害
者
・家
族
を
迎
え
て 

４
・
６ 

沖
縄
交
流
集
会 

 
 

 

四
月
六
日
（日
）午
後
１
時
～
４
時
３
０
分 

沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

量
、
一
致
団
結
し
て
頑
張

る
姿
に
驚
い
た
。
基
地
外

の
市
民
の
方
に
向
け
設
置

さ
れ
た
米
軍
基
地
の
有

刺
鉄
線
の
フ
ェ
ン
ス
に
、
ど

こ
ま
で
『
米
軍
フ
ァ
ー
ス

ト
』な
の 

か
と
憤 

り
を
感 

じ
る
！
」 

と
、
語
り 

ま
し
た
。 

 

 


